






:研究目的: 

一般の歯科医療が治療から予防へと変化する中で、心身に障害をもつ子供達の歯科治療も

意欲的に取り組まれてきている。 

治療の上では小児科との連携のもとに健常児の場合と基本的には大きく異なるものではな

いが、歯科保健学的問題については、多少なりとも違いがある｡その実状の把握もなかなか

難かしいため、健常児に比較して歯科保健のたちおくれは著しいものと考えられる｡ 

そこで､心身障害児の歯科保健の実状を把握するために、国立小児病院の入院患者と系統疾

患を持つ外来患者を対象に実態調査を行い、その問題点を整理検討し、心身に障害を持つ

小児の歯科保健の早急な改善を計りたい。 


